交野市　条例適用申請に対する処分個票
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担当部署:　都市整備部 道路河川課　
	処分の概要
	流水占用料等の減免

	例規名
根拠条項
	交野市流水占用料等徴収条例　第4条

	例規番号
	平成12年条例第5号

	【根拠条文】
(流水占用料等の免除)
第4条　市長は、次の各号の一に該当する場合においては、流水占用料等の全部又は一部を免除することができる。
(1)　国又は地方公共団体その他公共的団体が流水又は土地を占用するとき。
(2)　かんがいのために流水又は土地を占用するとき。
(3)　前2号に掲げるもののほか、公共の利益となる事業に係るものその他流水占用料等を徴収することが不適当であるもの。

【基準】
根拠条文及び交野市流水占用料等徴収条例施行規則第6条の規定による。
(流水占用料等の免除)
第6条　市長は次の各号の一に該当する場合においては、条例に規定する流水占用料等の全部又は一部を免除することができる。
(1)　街灯(アーチ型のものを除く。)及び防災施設等とその標識
(2)　公職選挙法(昭和25年法律第100号)による選挙運動のために使用する立札、看板その他の物件
(3)　ガス、電気、水道及び下水道の各戸引込管
(4)　植樹、くずかご、掲示板等で営利目的がなく、河川保護、美化又は公衆の利便に著しく寄与する物件
(5)　河川を改修したことによりやむをえず新たに占用することが必要となった排水管等
(6)　道路に接続する上で、必要最小限の進入橋で一戸につき一橋まで
(7)　その他、市長が特別に必要と認める場合



	標準処理期間
	10日(土日含まず。)

	備考
	

	


	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	平成29年10月16日
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